
大丸有乗り物ものがたり



�自転車に乗ってこの街を走ってみる
のも気持ちがいい。

�「日本橋川常盤橋防災船着場」は、大地震
等災害時に陸上交通の補完施設として河川
舟運が有効に機能するためのものだ。

�ジェイアール東日本
レンタリースの「eco
レン太」はSuica（※）
がIDとなって車の解
錠ができる。

�丸の内シャトルは10
時台～20時台までは
15分間隔で運行（赤
線）。平日のみ8時・9
時台は通勤のため丸
の内・大手町地区のみ
の循環運行（青線）と
なる。

�

※JR東日本　Suica利用承認第38号
●Suicaは東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。
●当該商品は、東日本旅客鉄道株式会社が本商品・サービスの内容・品質を保証するものではありません。
●東日本旅客鉄道株式会社の都合により、予告なくSuicaカードが交換されることがあります。
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東京の中心に位置する大丸有（大手町・丸の内・有楽町）。

公共交通機関の充実ぶりは日本有数といえますが、

改めてこの街の乗り物を見ると、

そのユニークさと多彩さにも驚かされます。

ベロタクシーやレンタル自転車、

無料シャトルのように環境に優しいもの、

はとバス、スカイバス、そしてロマンスカーなど

小旅行を楽しめるもの、

そして日本をネットワークする新幹線・・・。

今回は、“乗り物”をキーワードにこの街を見てみます。

この街には、乗り物がいっぱい

表紙写真：行幸通りを東京駅へ向かって走るスカイバス。
今年6月から定期観光バスとして認可された。

�今夏も散水車を引っ張って大丸有を水
を撒きながら巡回する予定。ベロタク
シーは丸の内仲通り等、大丸有地区を
流していますが、運行状況もあり、必ず
�の場所で乗車できるとは限りません。

�ホテルメトロポリタン丸の内34階のエグゼクティブツインルーム
など限られた客室から新幹線を一望できる。
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この街は時代をリードする
電気自動車インフラも充実している
いよいよ三菱自動車の「ｉ－ＭｉＥＶ（アイミーブ）」等電気自動車
が発売されるが、電気自動車普及のキーとなるインフラが急速
充電器。この新丸ビルにあるタイプは5分で約40km、10分で
約60km走行できる程度の充電が可能となっている。
�電気自動車用急速充電器（新丸ビル地下駐車場B2）

15分間隔で走る無料シャトルはビジネスにも
大丸有地区を循環する丸の内シャトルは、この街に欠か
すことのできない移動手段だ。沿線の企業・施設の協賛
で運行しているため、無料で利用できる。
�丸の内シャトル
（バスナビシステム：http://marunouchi.bus-location.com/bloc/tm）

駅まで電車、駅からカーシェアリング。これが新常識！
環境に優しいと、最近にわかに注目されてきたカーシェアリング。この地域では、ジェイアール東
日本レンタリースの「ecoレン太」がサピアタワーに、オリックス自動車の「プチレンタ」が丸の内
中央パーキング、三菱ビル、新有楽町ビルに、それぞれ貸出ステーションを設置してあり利用す
ることができる。
�ジェイアール東日本レンタリース（株）「ecoレン太」事務局（サピアタワーB1駐車場　TEL 平日3251-6855/休日0088-252-555）

�オリックス自動車（株）（新有楽町ビルB2F駐車場　TEL 0120-041-493）

パ ー ク ＆ ラ イ ド でこの街を回 遊 する
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環境にやさしいから乗ってみよう

レンタルサイクルでこの街の風を感じる
都心の足としてすっかり定着してきた自転車。大丸有では2カ所で、レンタルサイクルを利用で
きる。スカイバスチケットカウンターは3台のBMWのマウンテンバイクを用意（2,000円／3時
間）。すーっと加速し振動も少ない質の高さはまさにポタリング向き。一方、無印良品 有楽町
では、軽快車（平日525円／日、土日祝／1,050円）のほかに電動アシストタイプ（平日1,575
円／日、土日祝／2,100円）があり、ちょっとした遠出も苦にならない。
＊レンタルサイクル利用にあたっては、BMWのマウンテンバイクは2,000円、無印良品 有楽町は3,000円
の保証金と身分証明書が別途必要です。

�スカイバスチケットカウンター（三菱ビル1F TEL 3215-0008）

�無印良品 有楽町（インフォス有楽町2・3F TEL 5208-8241）

エコでおしゃれなベロタクシーで
ゆったり街を巡る
1997年ドイツのベルリンで開発・運行開始をしたベロ
タクシーは、2002年10月より東京で運行を開始。バス
や地下鉄を補完する環境に優しい公共交通機関とし
て存在感を増している。現在、大丸有地区では約20
台がゆったりした移動時間を提供している。
＊初乗り500mまでが大人300円（小人200円）
＊営業時間　12：00～18：00

�NPO法人 環境共生都市推進協会
（VELOTAXI JAPAN TEL 5333-4813）

人 間 のチ カ ラ で街を巡る
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青いロマンスカーで
大手町から箱根へ行ってみませんか？
小田急ロマンスカーが2008年3月15日より東京メトロ千代田
線へ直通運転を開始。5本の地下鉄路線が結集する大手町
から本厚木、箱根方面が直通となった。平日は通勤に便利な
「ビジネス特急」を上下4本。土日は「観光特急」ほか上下6本
を運行中。
�東京メトロお客様センター（TEL 3941-2004）

本州を走る新幹線を
一堂に見ることができるレアスポットを発見
東京駅は本州を走る新幹線がすべて停車する唯一の駅。そ
の姿を俯瞰して見ることができるのが、ホテルメトロポリタン丸
の内の「Dining & Bar TENQOO」だ。地上120ｍ上空に位置
する特別空間は、まるで駅上空にいるかのよう。「和的フレンチ」
と東京駅の夜景で贅沢な時間を堪能できる。
�ホテルメトロポリタン丸の内（サピアタワー27F TEL 3211-2233）

常盤橋防災船着場から日本橋川を舟でゆく！
今年で7回目を迎える「江戸東京の川再発見」。普段なかなか見ることができない川面
から都心の風景を堪能でき、また、防災船着場の役割も実感できる。今年は8月1日に
実施し、午前と午後の2コースがあり定員は合計で360名。詳しくは下記へ。
�月刊日本橋内　遊舟係（TEL 6202-1221）
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水 辺 か ら も こ の 街 を 見 る

大丸有を起点に旅行気分を味わってみよう

都バス「東京→夢の下町」に乗れば
誰だって旅行者気分！
昨年4月から運行されるようになった都バスの新ル
ートが「東京→夢の下町」。丸の内オアゾ前から日
本橋～秋葉原～上野～合羽橋～浅草～両国と下
町の観光スポットを巡る路線バスだ。9時～18時
台に30分間隔で運行していて、外国人にも人気。
�都営交通インフォメーションセンター
（丸の内オアゾ前 東京駅丸の内北口乗り場　
TEL 3816-5700）

バ ス に 乗 っ て 今 ま で と 違 う 視 線 で 街 を 見 る

キティちゃんの
はとバスをご存じですか？
東京駅丸の内南口には、はとバスのステーションが
あり、ここから2階建てのハローキティバスが運行さ
れているのは意外に知られていない。シートやカバ
ーなど車内にもキティがいっぱいで、室内が暗くな
ると天井のキティがきらきら光る。
�はとバス東京営業所
（東京ビル前 東京駅丸の内南口乗り場　TEL 3201-2725）

大丸有のパノラマビューを楽しむなら
スカイバス！
日本で初めて、オープンバスによる観光ツアーバス
「スカイバス」が登場したのが2004年9月。いまでは
すっかりこの街の名物になった。皇居周囲や銀座
を巡る定期便以外に、お台場方面を周回する「東
京夜景コース」などを運行することもある。
�日の丸自動車興業（株） 丸の内トラベルセンター
（三菱ビル1F スカイバスチケットカウンター　
TEL 3215－0008）
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大丸有打ち水プロジェクト2009
今年で5回目となる夏の定番環
境イベント「打ち水プロジェクト」
は、7月31日（予定）の仲通り会
場を皮切りに、エリア各所で実
施される。地球温暖化＆ヒート
アイランド現象で今年も夏が厳
しそうだ。浴衣で参加して、都
市のクールビズを楽しもう。
詳しくは7月1日以降にwebで

大丸有エコキッズ探検隊2009
今年のエコキッズ探検隊はかなりスゴい！ 昨年と同じく街のさまざまな環境
の取り組みを勉強できるのはもちろん、エリア外の地域や企業の協力によって、
3Ｒ・食育・自然・動物の生態・
環境ツアーなど、内容もコンテ
ンツ数もさらに充実。親子で
参加できるコンテンツも盛り
だくさんなので、夏休みは親
子で大丸有を楽しもう。詳し
くは7月1日以降にw e bで
（http: / /ecozzer ia . jp /eco-
kids/）。

＊本誌に関するご意見、ご感想等ございましたら
右記までお寄せください。e-mail:tcc@lares.dti.ne.jp

見て・乗って・体感する

「東京丸の内ユビキタス
ミュージアム」へようこそ

まち歩き携帯ナビ

本物のロケットエンジンに出会える場所
丸の内オアゾ2階の「JAXA i」には、本物
のロケットエンジンがある。「LE-7A」。これ
は日本の主力大型ロケット「H-ⅡA」の第一
段に使用されているもの。間近に見る本物
のエンジンの迫力は想像以上。と同時に、
細部にわたる美しさは工芸品の域に達して
いて感動ものだ。
�宇宙航空研究開発機構　情報センター「JAXAi」
（丸の内オアゾ2F TEL 6266-6400）

大 丸 有 な ら で は の 乗 り 物！？
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地震の揺れを体感してみませんか？
気象庁の１階に気象業務や気象のことを学
ぶことができる「気象科学館」がある。ここ
でぜひ“乗って”いただきたいのが「体験型
震度計」。これは自分の体をゆらすことで震
度計のセンサー部が反応して、震度を観測
することができるというもの。震度0から7ま
でを体感できる。
�気象庁気象科学館（TEL 3212-8341）

この街の名物。クラシック、でも最新のエレベーター
重要文化財の明治生命館は竣工当時
(1934年)の面影を色濃く残している。この
エレベーターも駆動・制御系は最新の機器
に衣替えしているが、扉・プレート・内装な
どは当時のまま。1FからB1のセンチュリー
コートへ移動する時、しばし、昭和初期の
雰囲気を味わうことができる。
�明治生命館（丸の内MY PLAZA TEL 3283-9252）

（http://ecozzeria.jp/uchimizu/）。
昨年開催風景

昨年開催風景


